
年度 平成22年度実績
業種 畜産食料品製造業

密接な関係を
もつ値の名称

発生原単位 単位

1 興真乳業株式会社 売上高 0.00025 kg/千円 100.0
学校給食での牛乳飲み残しを減らすため、学乳供給校の工場見学や職場
体験を可能な限り受け入れ、飲み残し牛乳の環境への悪影響について、
啓蒙活動を継続実施している。

2 小岩井乳業株式会社 売上高 0.01683 kg/千円 100.0
3 森乳業株式会社 売上高 0.02787 kg/千円 100.0
4 株式会社コープネットフーズ 売上高 0.13462 kg/千円 100.0
5 古谷乳業株式会社 売上高 0.07950 kg/千円 100.0
6 サンヨーエッグ株式会社 売上高 2.44088 kg/千円 100.0 再生利用委託先の見学。

7 いばらく乳業株式会社 売上高 0.02771 kg/千円 100.0 歩留委員会による、歩留管理と廃棄物減量対策実施。社内経営職会議・
生産部内会議に於いて、産業廃棄物排出減少対策を検討。

8 イセデリカ株式会社 売上高 0.62794 kg/千円 100.0
9 群馬ミート株式会社 売上高 0.05482 kg/千円 100.0
10 群馬県食鶏処理加工協同組合 売上高 2.33542 kg/千円 100.0
11 清水乳業株式会社 売上高 0.12042 kg/千円 100.0
12 甲斐食産株式会社 売上高 0.99372 kg/千円 100.0
13 株式会社ニイブロ 売上高 0.27144 kg/千円 100.0
14 新潟ポートリー事業協同組合 売上高 4.43478 kg/千円 100.0
15 京都協同食品プロダクト株式会社 売上高 0.03140 kg/千円 100.0
16 但馬養鶏農業協同組合 売上高 5.62643 kg/千円 100.0
17 株式会社シガポートリー 売上高 0.84540 kg/千円 100.0
18 農事組合法人吉備食鶏組合 売上高 1.47764 kg/千円 100.0 当組合職員に月１回、食品廃棄物分別研修を実施。

19 株式会社丸文牧野商店 売上高 5.84774 kg/千円 100.0
20 株式会社マルセ 売上高 1.07820 kg/千円 100.0
21 大内山酪農農業協同組合 売上高 0.09658 kg/千円 100.0
22 農業法人石川県ブロイラー生産組合 売上高 0.44304 kg/千円 100.0
23 深川養鶏農業協同組合 売上高 0.98756 kg/千円 100.0
24 林兼産業株式会社 売上高 0.03598 kg/千円 100.0 エコアクション２１（環境省）の認証を受けており、その活動レポート

を提出する事により、再生利用の促進に努めている。

25 有限会社大光ブロイラー 売上高 0.70497 kg/千円 100.0
26 長崎ブロイラー産業株式会社 売上高 1.83445 kg/千円 100.0 工場内の排水等の汚泥についても減量及び再生処理を行い、肥料化に取

り組んでいる。

27 株式会社アクシーズ 売上高 1.68159 kg/千円 100.0
28 琉球協同飼料株式会社やんばるミートプラザ 売上高 0.05744 kg/千円 100.0
29 沖縄明治乳業株式会社 売上高 0.02823 kg/千円 100.0 再利用、再生利用可能な業者の選択及び適正処理実施状況につき監督を

実施。

３　食品リサイクル法に基づく定期報告の内容の一部を公表することに同意いただいた事業者の一覧

事業者名№ その他の食品循環資源の再生利用等の促進のために実施した取組

発生原単位 再生利用
等実施率
（％）

注1：　事業者名の順番は、再生利用等実施率が高い事業者順（同じ実施率の場合は、順不同）。

注2：　再生利用等実施率が、平成24年度までの業種別目標を達成した事業者について掲載。ただし、再生利用等実施率が最も高い事業者の方で、公表
　　 に同意されなかった方は掲載していません。
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30 株式会社コープフーズ東北 売上高 0.03291 kg/千円 100.0
31 日新殖産株式会社 売上高 0.66491 kg/千円 100.0
32 有限会社阿部悦三商店 売上高 2.83748 kg/千円 100.0
33 株式会社オヤマ 売上高 0.79521 kg/千円 100.0 三次加工部門従業員のコスト減意識の浸透。

34 住田フーズ株式会社 売上高 0.88937 kg/千円 100.0
35 株式会社ジャパンフォアグラ 売上高 0.56333 kg/千円 100.0 収集業者との連携を密にする努力を図っている。

36 株式会社中央食鶏 売上高 3.08469 kg/千円 100.0 弊社社員に月１回食品廃棄物分別研修会を実施。

37 北海道第一ブロイラー株式会社 売上高 2.32366 kg/千円 100.0 包装資材、その他異物の分別。

38 旭川ミート株式会社 売上高 3.96254 kg/千円 100.0
39 (有)丸澤澤田商店 売上高 3.15000 kg/千円 100.0
40 サヌキ畜産フード株式会社 売上高 0.02565 kg/千円 100.0
41 株式会社佐賀ブロイラー 売上高 146.88791 kg/千円 100.0
42 ありた株式会社 売上高 1.17970 kg/千円 100.0
43 株式会社エース・フーズ 売上高 0.34674 kg/千円 100.0
44 熊本乳業株式会社 売上高 0.05669 kg/千円 100.0 他工場からの商品廻受数量をシステムより取得し精度を高める。製造量

の少ない製品は、他工場への集約や製造中止を行う。

45 有限会社二幸食鳥松元工場 売上高 1.15015 kg/千円 100.0
46 鹿児島協同食品株式会社 売上高 0.25067 kg/千円 100.0 ISO品質目標による排出物の低減（ロス削減・歩留まり向上への取り組

み）。

47 株式会社マツバラ 売上高 0.82933 kg/千円 100.0
48 JA高崎ハム株式会社 出荷額 0.04825 kg/千円 100.0
49 南薩食鳥株式会社 仕入高 1.34814 kg/千円 100.0
50 生活協同組合連合会ユーコープ事業連合 出荷点数 0.00269 kg/パック 100.0 毎月、環境報告内容として、継続的に排出量、歩留まり、コスト等を報

告。適合判定を実施、改善を進めている。

51 トーチクハム株式会社 製造数量 43.71184 kg/t 100.0 弊社社員に年一回の再生利用の委託先見学会を実施。

52 日清ヨーク株式会社 生産量 8.14717 kg/kl･ｔ 100.0
53 筑波乳業株式会社 製造量 26.16257 kg/t 100.0 食品ﾘｻｲｸﾙ関係のセミナーに4回出席した。　新たな飼料委託先の調査選

定を自ら行った。　委託先の監査を実施した。

54 茨城協同食肉株式会社 処理頭数 3.80065 kg/頭 100.0
55 株式会社高井産業 原材料重量 345.19953 kg/t 100.0
56 株式会社境食鳥 原材料数量 0.86361 kg/羽 100.0

57 株式会社全農・キューピー・エッグステーション 割卵量（処理量） 90.93423 kg/t 100.0
堆肥化前提で産業廃棄物引取り処理を行っている業者へは、１回／年の
巡回を行っており契約書との相違や、処理状況の確認を行っている。ま
た、製品化の工場では日々の出来高（発生量）を確認し歩留の意識向上
に努めている。
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58 栃木明治牛乳株式会社 製造数量 4.82466 kg/t 100.0 ISO14001教育として、食品リサイクル法の教育を実施。

59 プライムﾌｰｽﾞ株式会社 生産量 45.30271 kg/t 100.0
60 群馬農協チキンフーズ株式会社 原材料数量 266.26627 kg/t 100.0
61 山陰農芸株式会社 食鳥処理重量 0.34653 kg/kg 100.0
62 和歌山フーズファクトリー株式会社 販売数量 666.66667 kg/t 100.0
63 岐阜アグリフーズ株式会社 処理数 1,069.09091 kg/千羽 100.0 廃棄となる不良原料（病鶏など）を少なくする為、生産農場での飼養管

理の見直しや鶏種の変更を行っている。

64 株式会社昔亭 生産量 62.64094 kg/t 100.0
65 フルタフーズ株式会社 生産量 33.94244 kg/t 100.0
66 農事組合法人周防高森ブロイラー 生鳥処理重量 582.12058 kg/t 100.0
67 鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社 販売数量 851.59104 kg/t 100.0
68 農事組合法人エヌチキン 製造量 169.82073 kg/t 100.0
69 有限会社栗山ノーサン 製造数量 313.88889 kg/t 100.0
70 株式会社地鳥屋とりこ 処理羽数 0.65263 kg/羽 100.0
71 株式会社エビス商事 生鳥仕入 133.57387 kg/t 100.0
72 エビスブロイラーセンター株式会社 生鳥受入体重 465.43068 kg/t 100.0
73 伊藤ハムデイリー（株） 生産量 44.96619 kg/t 100.0
74 酪王乳業株式会社 製造本数 2.62854 kg/千本 100.0
75 ときめきファーム株式会社 食肉処理重量 322.14858 kg/t 100.0
76 岩手農協チキンフーズ株式会社 製造量 0.29425 kg/kg 100.0
77 株式会社十文字チキンカンパニー 製造量 0.26900 kg/kg 100.0
78 北海道保証牛乳株式会社 生産量 5.91809 kg/t 100.0 年１回肥料・飼料製造の委託先の確認を実施。

79 日本フードパッカー四国株式会社 カット頭数 6.74171 kg/頭 100.0 製品歩留向上のための従業員教育。

80 吉田食品工業株式会社 生鳥仕入重量 362.62976 kg/t 100.0
81 大隅ミート産業(株) 処理頭数 24.83264 kg/頭 100.0
82 東洋乳業株式会社 売上量 17.87730 kg/kl 99.9 焼却施設休止に伴う肥料化への徹底。

83 カルピス株式会社 液量 43.99975 kg/kl 99.8
84 伊藤忠飼料株式会社 加工前原料量 84.03094 kg/t 99.7 食品リサイクルの現場見学などの教育に２回参加、食品廃棄物管理手順

書教育を実施。

85 東北協同乳業株式会社 売上高 0.14164 kg/千円 99.2 担当者に、年一回廃棄物分別研修を実施。

86 南日本ハム株式会社 製造数量 56.75940 kg/t 98.9 食品循環物と容器包装の分別作業の促進により、食品循環資源量の増
加。
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87 イオンフードサプライ株式会社 売上高 0.00761 kg/千円 98.6 イオンＧとの協同により、食品リサイクル再生事業の中に当社廃棄物の
利用、肥料で育成された豚の加工という形でリサイクルのループ作成。

88 株式会社壱番屋 売上高 0.00533 kg/千円 98.5
89 協同乳業株式会社 売上高 0.07921 kg/千円 98.1
90 北陸プライム株式会社 売上高 0.16368 kg/千円 98.1 再生可能な肉等の専用容器置き場と廃棄物置き場を別々に設置し、

ISO14001の一般教育時、全従業員に周知徹底。

91 伊藤ハム株式会社 売上高 0.03399 kg/千円 98.0
92 横浜乳業株式会社 製造数量 27.66970 kg/kl 98.0 製造過程中に発生した、廃棄製品を分別リサイクルし廃棄物化への削減

に取り組む。

93 丸善食品工業株式会社 売上高 2.11383 kg/千円 97.6 再生利用の委託先の利用状況確認を実施。

94 信州ハム株式会社 生産量 0.04140 kg/kg 97.6

95 株式会社王将フードサービス 餃子の具の製造量 102.10468 kg/t 97.5
平成22年度第８回京都環境賞(大賞)受賞｡普及の為の講演：川崎市環境
局生活環境部減量推進課(H22/6/2)､岡山市環境局環境企画総務課
(H23/2/2)など。

96 愛知畜産加工協同組合 売上高 0.38143 kg/千円 97.4
97 サンミート株式会社 売上高 0.04463 kg/千円 97.0
98 プリマ食品株式会社 生産数量 67.79964 kg/生産トン 96.7
99 四国フーズ株式会社 売上高 0.64819 kg/千円 96.5 弊社社員に年1回、食品廃棄物分別に関する教育を実施。　再生利用の

委託先の実査を定期的に実施。

100 よつ葉乳業株式会社 受入･受託乳量 0.79975 kg/t 96.4
101 協同食品株式会社 売上高 0.19292 kg/千円 96.3 再生利用委託工場の見学。

102 農協食品株式会社 売上高 1.02422 kg/千円 95.6
103 株式会社JA食肉かごしま 売上高 0.12911 kg/千円 95.2 付加価値製品の実績検討を月々実施し、進捗管理を行った。

104 ニチロ畜産株式会社 生産数量 296.47802 kg/t 94.1 工場歩留まりの向上、資材発注形体の見直し、分別の強化。

105 浦幌乳業株式会社 売上高 0.10732 kg/千円 93.7
106 日本フードパッカー鹿児島株式会社 カット頭数 4.32996 kg/頭 92.8 製品歩留向上の為の従業員教育等。

107 ホクレン農業協同組合連合会 製造数量 45.10416 kg/t 92.5
108 森永エンゼルデザート㈱ 売上高 0.07275 kg/千円 92.0
109 キユーピータマゴ株式会社 製品数量 99.68773 kg/t 90.9 卵殻乾燥機を導入し、飼料として販売した。

110 みちのくミルク株式会社 売上高 0.02118 kg/千円 90.1
111 株式会社ホテイフーズコーポレーション 売上高 0.07926 kg/千円 90.0 動植物性残さは、肥料、飼料への再生利用１００％を維持した。茶粕

は、脱水機処理し、減量させた。

112 富士食品株式会社 売上高 0.49149 kg/千円 90.0
113 JA全農ミートフーズ株式会社 売上高 0.12815 kg/千円 89.6
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114 日本ハム北海道ファクトリー（株） 製造数量 43.30709 kg/t 89.4 弊社社員にて 月1回  歩留委員会 製品歩留、不良率、今後の対策の確
認。また、月1回 省エネ委員会にて廃棄物の発生状況を確認。

115 株式会社丸正フーズ 捌き手数料 4.17245 kg/千円 88.2 弊社社員に食品廃棄物分別研修を実施。

116 日本ハムファクトリー株式会社 製造数量 24.70830 kg/千ｔ 87.4
静岡工場では年１回処分委託先の視察を行い、食用油製造に利用されて
いるかの確認を行っている。羊腸に関しては、再生処分業者に処理委託
する様要請している。

117 三河畜産工業株式会社 売上高 0.23061 kg/千円 86.9
118 南九州畜産興業株式会社 売上高 0.07228 kg/千円 86.9
119 森永乳業株式会社 製造量 28.28281 kg/kl･ｔ 86.4
120 タッキーフーズ株式会社 処理羽数 1.42753 kg/羽 86.4 ガラ・小骨等の販売強化による廃棄量抑制。

121 千葉北部酪農農業協同組合 売上高 0.09054 kg/千円 85.0 学校給食での牛乳飲み残しを削減するための啓蒙活動。


